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本講演では、SKA計画の進捗と日本の参加計画の検討の進捗状況について報告する。SKA1計画は、2019年 9
月に建設計画（Construction Proposal,CP）と 2030年までの運用計画（Obsevatory Establishment and Delivery
Plan, OEDP)が提案され、理事会において承認された。これを踏まえ参加メンバー間での貢献分担の策定と建設
開始のための最終的な仕様書の策定などが進められており、2021年半ばから建設が開始される予定である。また
国際機関設立の条約の批准も進み、2020年末には新たな国際機関としての SKA Observatoryが設立される予定
である。その理事会（Council）の組織化も進んでおり、日本はオブザーバとして代表 2名が参加する。日本は
建設期においては、Assembling,Integration,Verification(AIV) と Science Validation(SV)に参加する予定である。
AIV活動の初期のPreliminary System Integration（PSI）には inkindで参加を開始している。その他にもVLBI
システムの開発、科学データを解析・アーカイブする科学地域センター（SRC）のシステム検討にも参加してい
る。国立天文台における SKA1プロジェクの設立に向けた提案を行うために、日本のプロジェクト参加計画の策
定を日本のコミュニティとともに検討を進めている。科学面ではキーサイエンスへの参加、SRCへの貢献、予備
研究の推進計画など、技術面では、MID と LOWのAIVへの参加計画、VLBIシステム構築への貢献計画、高周
波・広帯域受信機などの将来の開発計画への参加などを検討している。さらに予算、人員計画を含む日本のプロ
ジェクトのマネージメント計画も検討しており、これらをまとめて 2021年半ばに国立天文台のプロジェクト申請
を行う予定である。


